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　５月３日、高森町民グラウンドで「高森町消防団辞令交付式」が行われました。
　草村大成町長のあいさつに続き、幹部が見守る中、真新しい服に身を包んだ新入団員と
階級変更団員に対し、吉良嘉人団長から辞令が交付されました。最後に吉良団長があいさ
つし、参加者は更なる地域防災への結束を誓いました。なお、今年度の消防団員総数は
２７２人（うち女性団員６人）です。
　式終了後、消防団員の交流と親睦を深めることを目的に「ソフトボール大会」が行われ
ました。各分団から９チームが参加し、熱戦を繰り広げた結果、１・２・３分団（草南・
草北）合同チームが優勝しました。

　火災時をはじめ、地域の安全確保のために
大きな役割を果たしている消防団。消防団員
は、それぞれに仕事を持ちながら、地域住民
の生命と財産を守るために活動している地域
防災の要です。
　今後とも、町民のみなさんのご理解、ご協
力をよろしくお願いします。　

●分団長（新任）
分　団　名 氏　名（敬称略）

第１分団長 工藤　敏博
第２分団長 芹口　民雄
第５分団長 後藤　祥之
第９分団長 工藤　直幸
第 10分団長 田上　吉郎
第 13分団長 白石　信一

●新入団員
分　団　名 氏　名（敬称略）

本部機動部 野尻　典男
本部機動部 土井谷　顕
本部機動部 藤原　厚作
第１分団２部 工藤　健裕
第４分団２部 甲斐　　亘
第５分団　　 飯塚　健二
第５分団　　 緒方　裕麻

第６分団　　 福田　暢行

第６分団　　 住吉　　隼
第６分団　　 甲斐　雄大
第８分団　　 後藤　貴也
第８分団　　 山本　泰斗
第８分団　　 後藤　将斗
第９分団　　 住吉　　翼
第 12分団　 瀬井　弘幸
第 13分団　 白石　勝也 ▲宣誓書を読み上げる新入団員

高森町消防団
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　昨年の九州北部豪雨災害を受けて、上色見地域の 405名の皆様から要望がありました
下記事業について、小七河原川流域が「激甚災害対策特別緊急事業（激特）指定」となり
ました。この事業は国の直轄事業となり、町の負担は一切ありません。
　〈事業目的〉流木・土石流等の流失を防止
　〈事業内容〉砂防堰堤・スリットダムを整備（高さ 10ｍ、長さ 70ｍ）
　〈工　　期〉平成 25年度～ 27年度まで
　▼参考イメージ写真 （激特）とは

　土石流等により激甚な災害
が発生した集落が被害を受け
た場合、一連地区の荒廃渓流
に対し、今後豪雨によって再
度土石流等の災害を防止する
ため、緊急に対策工事を実施
し、災害対策の万全を期する
ことを目的とするものです。

■お問い合わせ先　建設課土木係　℡６２－１１１１（内線１４２）

▲見事優勝した１・２・３分団合同チーム

高森町消防団　親睦ソフトボール大会
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回覧文書でもお知らせしていますが、金婚夫婦表彰該当者及びダイヤモンド婚夫婦表彰該当者の申
し込みを受け付けています。下記に該当され表彰を希望される方は、申し込みをお願いします。

◆金婚夫婦表彰
　① 昭和 38年 1月 1日から昭和 38年 12月 31日までに結婚され、満 50年に達した夫婦。
　※満 50年は、婚姻届出の年月日により確認します。
　②すでに満 50年に達しており、平成 24年度までに表彰を受けていない夫婦。
◆ダイヤモンド婚夫婦表彰
　① 昭和 27年 9月 1日から昭和 28年 8月 31日までに結婚され、満 60年に達した夫婦。
　※満 60年は、婚姻届出の年月日により確認します。
　②すでに満 60年に達しており、平成 24年度までに表彰を受けていない夫婦。

　◎締め切り：平成25年6月24日（月）まで
　◎お問い合せ先：住民福祉課 福祉係　（内線132・133）

○  2013 年 7月 8日から、外国人住民の方についても住民基本台帳ネットワークシステム（住
基ネット）の運用が開始されます。

　 住基ネットは､ 住民の方々の利便性の向上と国及び地方公共団体の行政の合理化に資するため、居住関係を
公証する住民基本台帳をネットワーク化した全国共通の本人確認ができるシステムです。

○ 住基ネットの運用開始に伴い、外国人住民の方の住民票に住民票コードが記載され、2013
年 7月 8日から、その住民票コードがお住まいの市区町村からご本人へ通知されます。

　 住民票コードは､ 住基ネットにおいて全国共通の本人確認を行うにあたって必要不可欠な、無作為の１１
桁の番号です。

○  2013 年 7月 8日から、外国人住民の方もお住まいの市区町村で住民基本台帳カード（住
基カード）の交付を受けることができるようになります。

　 住基カードは、セキュリティに優れた ICカードで、「写真付き住基カード」は公的な証明書としても使え
ます。

※住基ネットに関する群しい内容につきましては、「住民基本台帳ネットワークシステムのホームページ｣ をご覧ください。
※住基カードに関する詳しい内容につきましては､「住民基本台帳カード組合情報サイト」をご覧ください。

2013年７月8日から、できるようになることの例

・ 一部の行政機関で、住民票の写しの提出の省略が可能となるなど、手続が簡略化されるようにな
ります。
・ お住まいの市区町村以外でも住民票の写しの交付を受けること（注）ができるようになります。
（注）住基カード又は在留カード等の提示が必要です。
・ 住基カードの交付を受けている方は、転入届の特例が受けられ、郵送等により転出届を行うこと
で、引越し時の手続で市区町村の窓口に出向くのは、引越し先の一度で済むようになります。
・ 住基カードに電子証明書を格納することで、電子証明書による本人確認を必要とする行政手続の
インターネット申請ができるようになります。
・ 住基カードの交付を受けている方は、一部の市区町村において、コンビニエンスストアでの証明
書等の交付など、市区町村が行う独自のサービスが受けられるようになります。

金婚夫婦及びダイヤモンド婚夫婦該当者の方へ
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●４月 20 日（土）に、「うぶやま健康ウォーキング」
に参加しました。開会式から産山村のマスコットキャ
ラクターのうぶちゃんや、くまモンの登場で盛り上が
り、コースの途中にあった絶叫ブースでは、みんなで
声の大きさを競っていました。
　ゴール地点にもアトラクションがあり、ウォーキン
グ以外にも家族で楽しめるイベント事がたくさんあり
ました。

【キッズ・ジュニアサッカー教室】
①時間：毎週火曜日　19:00 ～ 20:00
②場所：高森町民体育館
③対象者：年中から小学３年生までの男女
④必要経費：ただ今無料期間中　　　
⑤個人で準備するもの：運動靴（スパイクは使用できません。）
　６月に大会参加予定です！

【フットサル（サッカー）】
①時間：毎週火曜日　20:00 ～ 21:00
②場所：高森町民体育館
③対象者：18 歳以上の男女
④必要経費：ただ今無料期間中　　　
⑤個人で準備するもの：運動靴

随時、会員募集中です！
興味がある方はお問い合わせください。

お問い合わせは、高SPO事務局　62－2991までご連絡ください。
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●町民バスの現状
路線・運行日 出発時刻 平均乗車

  人数（人）

尾下線
（火・金）

  8 時 23分 8.7

13 時 22分 8.5

16 時 12分 1.1

津留・野尻線
（月・木）

  8 時 01分 10.7

13 時 20分 10.8

16 時 00分 1.5

河原線
（月・木）

  8 時 45分 6.4

13 時 17分 6.7

16 時 27分 1.5

草部南部線
（月・木）

  8 時 12分 15.4

13 時 15分 10.7

16 時 15分 2.9

草部北部線
（火・金）

  8 時 00分 10.0

13 時 20分 8.5

16 時 10分 3.0

色見環状線
（色見）
毎日運行

  9 時 19分 7.0

12 時 29分 8.9

17 時 49分 1.7

色見環状線
（温泉館）
毎日運行

  7 時 20分 1.8

10 時 30分 5.9

15 時 00分 4.0

16 時 30分 3.5

　５月 9日、高森総合センターで地域公共交通会議が開催されました。
　今回の会議では、町民バス、スクールバス、保育園送迎バスの 3事業について、事務
局から現状の報告と見直しの方向性について説明が行われた後、意見交換が行われました。
　今後、校区ごとの説明会等を開催し、12月頃に再度地域公共交通会議にて協議を行い
ます。早ければ平成 26年４月には新しい運行体系による運行が行われる予定です。

※ 見直しの方向性
（以下の事項について検討を進めます）

（１）スクールバスについて
・高森東中学校区
　スクールバスと保育園送迎バスの統合
　高森高校への送迎バスを運行
・高森中学校区
　登校時のスクールバスに一般町民を混乗化

（無償運行）

（２）町民バスについて
・色見環状線（温泉館経由）の乗合タクシー
への移行

・平均乗車人数が１人台の便の見直し

（３）スクールバスの委託形態の見直し
・バスは町が所有し、運転業務等を事業者に
委託する

・児童生徒数に応じた規模のバスを使用する
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　現在熊本県や阿蘇郡市７市町村で構成される阿蘇世界文化遺産登録推進協議会では、阿蘇の世界文化遺産登録
に向けて様々な取り組みを行っています。
　阿蘇の価値を形作っている大事なものの一つは、『阿蘇に住む皆さんが作り上げてきた景観』であり、例えば
野焼きを行う広大な草原を代表とした土地の使い方といったものも含まれます。
　普段生活する中で当たり前と思っていた景観の価値について知ってもらうことによって、阿蘇の景観を世界文
化遺産として守っていくという思いを、これまで以上に持っていただけるのではないかと考えています。
　次回から、各市町村が『守って行きたいわがまちの風景と人々』として様々な景観を紹介していきます！

今月から阿蘇世界文化遺産リレーコラムは、テーマを変更して連載を行います。

◆次回のコラムは、阿蘇市が担当します。

法律問題
　― 相続を拒否することもできる？―

　今月から、世界遺産に関係する様々なトピックスを熊本県
が担当し紹介していきます。
　先般、新聞等でも報道されましたが、『富士山』の世界文化
遺産登録がほぼ確実なものとなりました。それは自然環境だ
けではなく、古来からの富士山信仰や国外に影響を与えた芸
術が、世界において顕著な普遍的価値であるとして評価され
たものです。
　『阿蘇』の世界文化遺産登録活動においても、学術研究・文
化財指定・国内外への広報啓発活動により、阿蘇の持ってい
る価値をより一層磨き上げることが必要だと考えています。

Ｑ　Aさん（５５歳女性）「先日父が亡くなりました。父にどのような遺産がある
のか把握できていないのですが、借金も相当抱えていたようです。どうすれば
よいでしょうか？」　

　人が亡くなった場合、原則として亡くなった方（被相続人）の持っていた財産の一切を、相続人が受
けつぐことになります（このことを相続と言います。）。しかし、相続する財産の中には、不動産や預金
などのプラスの財産だけでなく、借金のようなマイナスの財産も含まれている場合があり、ときには、
マイナスの財産がプラスの財産を上回ってしまう場合もありえます。
　そのような場合に備えて、相続人には相続財産を受けつぐことを拒否する自由も認められています。
これが相続放棄の制度です。相続放棄の制度を利用した場合、その人は初
めから相続人にはならなかったものとして扱われます。相続放棄の手続き
については、被相続人の死亡の事実を知ったときから３か月以内に、家庭
裁判所に書類を提出する方法によって行うことになっています。
　プラスの財産よりマイナスの財産の方が明らかに多い場合には、相続放
棄をした方がよいかもしれません。相続放棄には３か月の期限が設けられ
ていますので、早めに手続きを行うようにしましょう。

法テラス高森法律事務所

コラム第９回　　　　　　「守っていきたいわがまちの景観と人々」　　　　　  担当：熊本県
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４月 21日（日）　自衛隊第八師団創隊 51周年及び北熊本駐屯地 56周年記念行事

４月 24日（水）　自衛隊父兄会総会

４月 25日（木）　高森町食生活改善総会

４月 26日（金）　熊本県林業公社理事会

５月　3日（金）　高森町消防団辞令交付式、親睦ソフトボール大会

５月　9日（木）　高森町公共交通会議

５月 10日（金）　高森町老人クラブ連合会役員会

５月 17日（金）　鳥獣害３県合同総会

５月 18日（土）　高森東小・中学校合同運動会、高森中学校運動会

５月 19日（日）　泥りんピック 2013　

●40回の公務・会議への参加の一部です。
●他、82回の準公務・政治活動への参加を行いました。

お悔やみ
（平成25年度　４月１日～５月 18日）

予算は１年間で 24万円です。（交際費の内の弔費分です）
現在の残りの額は　21万 6,000 円です。

金　額 分　類 主な内容 備　考

24,000 円 弔　費 　香典代 －－－－－－

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

町長交際費
（平成25年度　４月 21日～ 4月 29日）

交際費の予算は１年間で 100万円です。
現在の残りの額は　90万 9,000 円です。

日　時 金　額 分　類 主な内容 備　考

4月 21日 3,000 円 祝　費 中村水道組合竣工祝賀会 中村集会所

4月 21日 5,000 円 祝　費 芹口・草部土地改良組合総会 草部総合センター

4月 21日 5,000 円 会　費
自衛隊第八師団創隊 51周年及び
北熊本駐屯地 56周年記念行事

自衛隊北熊本駐屯地

4月 29日 10,000 円 会　費 政治セミナー ホテル日航熊本

（４月21日～５月20日）
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熊本県警察本部長・交通安全協会長

交通安全功労者表彰
　4 月 10 日、高森総
合センターで行われた
「春の交通安全運動出
発式」の席上、長年に
わたり地域の交通事故
防止に尽力された町内
の３名の方が「交通安
全功労者表彰」を受賞
されました。おめでと
うございます。

▲左から井誠夫さん（高森・下町）、後藤政藤さん（永野原・大仲野）、後藤満さん（高森・天神）

南阿蘇マルシェ　てんとういち

阿蘇の魅力を発信
　4月20日、月廻り公園で「てんとういち」
が開催されました。
　阿蘇在住の出店者がパンやお菓子、手づ
くりの服やアクセサリーなどを販売。多く
の家族連れが訪れ、にぎわいを見せていま
した。

▲多くのお店に家族連れが足を運んでいました

カルデラ音楽祭

一体感あふれる多彩なステージ
　5月11日と12日、観光交流センターで「カ
ルデラ音楽祭」が開催され、町内外から 23
のグループが歌や演奏を披露しました。
　ステージから呼びかけが行われると、観客
席からは大きな歓声で応え、一体感のあるラ
イブとなりました。
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高森東中学校

公開授業でぼかし作り
　５月２日、高森東中学校の生徒 19人と
東小学校の 6年生 7人、地域住民でぼか
し作りが行われました。
　これは東中学校が年間を通じて行う微生
物環境浄化活動の中心となるもので、学校
農園のたい肥作りに欠かせません。
　生徒たちは材料を手で混ぜ合わせ、足で
踏み固めた後、樽に詰めていきました。

▲生徒たちと地域住民が一緒になって作業しました

高森中央小学校5年生

田植えを体験
　５月 20 日、高森中央小学校の 5 年生
40人がもち米の田植え体験を行いました。
　これは、ＪＡあそ青壮年部高森支部の協
力のもと、食育推進を目的に行われたもの
で今回で 6回目。秋に収穫し、12月にも
ちつき体験を行う予定です。
　参加した子どもは、「ふだん食べている
お米が大変な作業からできていて驚きまし
た」と、食の大切さを学んでいました。

▲田んぼに入り、苗を一つ一つ手植えしました

高森東保育園

さくらんぼ狩り体験
　５月 22 日、高森東保育園児 20 人
が「さくらんぼ狩り」を楽しみました。
　これは、奥あそフルーツガーデンを
営む林高造さん（野尻・川上）が「地
元の方に対し恩返しがしたい」と園児
を招待したものです。園児たちは枝に
実ったさくらんぼをちぎっては、手に
持ったコップいっぱいに詰め込んだ
り、さっそく味見をしたりと楽しんで
いました。▲枝に実ったさくらんぼを上手にちぎっていました

高森ふるさと学は「高森町に誇りを持ち、自己
の生き方を考え、表現する力の育成」を目標に
した、小・中学校で行われる総合学習のことです。
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　５月 19 日、「高森東小中合同
運動会」、「高森中学校体育大会」
が開催されました。
　児童・生徒たちが懸命に競技や
演技に取り組む姿に、惜しみない
声援が送られていました。
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草部福寿会が清掃活動
　５月 21日、老人クラブ「草部福
寿会」（本田登会長）が町内の清掃
活動を行いました。早朝から草部南
部地区の国道沿いに落ちている大量
の空き缶やゴミを拾い集めました。
みなさん、大変おつかれさまでした。

青年海外協力隊　隊員として活躍

佐藤庸介さん（高森・上在）が活動報告
　平成 21 年３月から２年間、
青年海外協力隊の隊員として
南太平洋のサモアに派遣され
ていた佐藤庸介さん（高森・
上在）が活動報告のため、草
村町長を表敬訪問しました。
　派遣先では、PCインストラ
クターとして学校の生徒や先
生に向けたコンピュータの操
作指導や機器の整備に尽力し
ました。

　サモアは面積が熊本県の半分
にも満たない小さな島国で、南
国らしい常夏の気候や人々がお
おらかで良く笑うこと、家族間
の絆の強さなどが印象的でした。
　また、日本を離れたことでい
かに私たちが恵まれた暮らしを
していたかを感じ取ることがで
きました。
　今回の貴重な経験を今後に生
かしていきたいと思います。▲2年間の活動を無事終え

　帰国した佐藤庸介さん

佐藤さんのコメント

▼高森町の代表と懇談する中村天草市議（写真右端）

▲草村町長を表敬訪問した川端上天草市長（写真右）

上天草市長、天草市議が表敬訪問

阿蘇･天草の交流で意見交換
　５月 21日、中村五木天草市議が高森町
役場を訪問。町や議会、観光協会・飲食店
組合の代表が出迎え、昨年から始まった牛
深地域との交流や阿蘇・天草地域の今後の

展望について意見交換しました。
　また、翌 22日には、川端祐樹上天草市
長が草村町長を表敬訪問。昨年の九州北部
豪雨からの復興状況や、それぞれの地域特
性や発展に向けた構想について活発に話し
合いました。
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梅
雨
時
期
は
長
雨
に
よ
る
地
盤
の
ゆ
る
み
や
、
短
時
間
の 

集
中

豪
雨
な
ど
で
、
地
滑
り
や
が
け
崩
れ
、
浸
水
な
ど
の
災
害
が
起
こ

る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
災
害
が
起
こ
る
前
に
、
日
頃
か
ら

防
災
の
知
識
と
対
策
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
前
ぶ
れ
に
要
注
意
！

・
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
し
て
く
る
。

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

・ 

が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く

る
。

・
山
鳴
り
が
す
る
。 

・ 

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水

位
が
下
が
る
。

（ 

土
砂
が
詰
ま
っ
て
天
然
ダ
ム
が
一
時
的

に
で
き
て
い
る
た
め
） 

・
川
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が
流
れ
る
。

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
や
ず
れ
が
で
き
る
。

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る
。

・
斜
面
や
が
け
か
ら
水
が
吹
き
出
す
。

○
家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策

① 　

家
族
で
役
割
分
担
を
す
る
。(

火
の
元
の
確
認
、
避
難
時
の
子

供
や
お
年
寄
り
の
保
護
な
ど
の
担
当
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う)

② 　

家
屋
周
辺
の
危
険
な
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。(

危
険
な
箇
所

を
確
認
し
、
可
能
な
ら
修
理
補
正
を
前
も
っ
て
し
て
お
き
ま

し
ょ
う)

③ 　

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備(

非
常
食
、
水
、
懐
中
電
灯
等
を
準

備
し
、
賞
味
期
限
や
乾
電
池
の
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う)

④ 　

連
絡
方
法
や
避
難
場
所
を
把
握
し
て
お
く
。(

連
絡
先
や
連

絡
方
法
を
確
認
し
て
お
き
、
事
前
に
避
難
場
所
ま
で
の
道
の
り

を
実
際
に
歩
き
下
見
し
て
お
き
ま
し
ょ
う)

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡
６
２-

０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　

℡
６
２-

９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　
　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

使
っ
て
実
感
！

　
　

ネ
ッ
ト
で
申
告
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

　

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
）
」
で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各

種
手
続
（
①
所
得
税
、
贈
与
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒

税
及
び
印
紙
税
の
申
告
、
②
全
て
の
国
税
の
納
税
、
③
納

税
証
明
書
の
交
付
請
求
及
び
法
定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申

請
・
届
出
等
）
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
情
報
は
、
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

利
用
開
始
の
手
続
、
利
用
時
間
、
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
や
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
）
の
操
作
方
法
、
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

に
関
す
る
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（h

ttp://

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

夏
期
に
お
け
る
山
岳
遭
難
の
防
止

　

夏
期
（
６
月
〜
８
月
）
は
、
家
族
や
職
場
で
の
気
軽
な
登

山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
を
楽
し
む
人
達
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
遭
難
事
故
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１　

山
岳
遭
難
発
生
状
況
（
年
間
）

平
成
23
年

平
成
24
年

発　
　

生
（
件
）

９

11

死　
　

者
（
人
）

１

１

負
傷
者
（
人
）

７

２

無
事
救
助
（
人
）

15

13

合　
　

計
（
人
）

23

16

２　

留
意
事
項

　

山
岳
遭
難
を
防
止
し
、
安
全
に
登
山
を
楽
し
む
た
め
、
次
の

点
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
登
山
届
の
提
出
は
済
ん
で
い
ま
す
か
。

　

・
余
裕
の
あ
る
計
画
で
す
か
。

　

・
気
象
予
報
は
調
べ
ま
し
た
か
。

　

・
食
料
、
水
は
余
分
に
用
意
し
て
い
ま
す
か
。

　

・
地
図
、
コ
ン
パ
ス
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
か
。

　

・
防
寒
着
、
雨
合
羽
、
ラ
イ
ト
、
携
帯
電
話
（
予
備
電
池
も

　
　

含
む
）
を
携
行
し
て
い
ま
す
か
。

３　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
登
山
届

　
　

従
来
の
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
送
付
方
法
に
加
え
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
か
ら
も
登
山
届
が
提
出
で

　

き
ま
す
。

（
１
）　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
提
出
（
パ
ソ
コ
ン
）

　

パ
ソ
コ
ン
で
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、

登
山
届
受
付
画
面
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力
、
送
信

す
る
こ
と
で
、
登
山
届
が
提
出
で
き
ま
す
。

（
２
）　

携
帯
電
話
か
ら
の
提
出

　

携
帯
電
話
で
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
携
帯
サ
イ
ト
（
携

帯
電
話
用
版
）
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
「
登
山
届
の
送
信
」

画
面
か
ら
登
山
届
メ
ー
ル
画
面
に
必
要
事
項
を
入
力
、
送

信
す
る
こ
と
で
提
出
で
き
ま
す
。

携帯電話からのアドレス　http://www.police.pref.kumamoto.jp/mobile/tozan_todoke.html

梅雨時期の防災対策について
がけ崩れ土石流地すべり
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じんけん

人じ
ん

権け
ん

課か

題だ
い

に
つ
い
て
学ま

な

ぼ
う

障し
ょ
う

が
い
者し

ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

②

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
特
別
な
存
在
と
考
え
た
り
、
障
が
い
の
あ
る
人

は
我
慢
す
る
の
が
当
然
と
考
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
「
障
が
い
」
は
、

誰
に
で
も
生
じ
る
身
近
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

Ｑ
．
ど
ん
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
日
本
で
は
、
国
際
条
約
の
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の

締
結
に
向
け
て
国
内
の
制
度
改
革
を
進
め
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
を

本
部
長
と
し
て
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、平
成
23
年
に
「
障
害
者
基
本
法
」
を
改
正
し
、

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
や
社
会
的
障
壁
の
除

去
の
た
め
の
合
理
的
な
配
慮
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
23
年
に
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に

生
き
る
熊
本
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
全
て
の
県
民
が
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

Ａ
．
障
が
い
の
あ
る
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
同
じ
よ
う
に
能
力
と

個
性
を
発
揮
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
あ
り
の
ま
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
不
利
益
を

受
け
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
社
会
は
、
誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す

い
社
会
で
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

障
が
い
や
障
が
い
者
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、
日
常
的
な
ふ
れ
あ
い

や
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
熊
本
県
人
権
情
報
誌
「
コ
ッ
コ
ロ
通
信
」
か
ら

住じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

国民年金だより

■お問い合わせ先　住民福祉課福祉係　℡６２－１１１１（内線 134）

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ支給
■　繰上げ支給
　老齢基礎年金の支給開始年齢は原則として
65歳ですが、希望すれば 65歳前に繰り上
げて年金を受けることができます。請求の取
り消しはできませんので十分ご検討下さい。
■　繰下げ支給
　希望すれば 66歳以降から繰り下げて老齢
基礎年金を受けることができます。繰り下げ
の場合は、年金額が増額されます（70歳以
降は変わりません）。

●これからの年金相談（毎月第 4金曜日）
　　６月 28日（金）　　７月 26日（金）※事前に予約が必要です
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今
年
に
入
り
風
し
ん
の
患
者
数
が
全
国
で
急

増
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
に
お
い
て
も
、
３
月
以
降
報
告
が
続

い
て
お
り
、
４
月
12
日
現
在
で
29
件
の
報
告
が

あ
り
、
昨
年
１
年
間
の
報
告
数
５
件
の
５
倍
以

上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
発
生
は
20
代
〜

50
代
の
男
性
に
多
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が

低
い
こ
れ
ら
の
年
代
を
中
心
に
感
染
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
妊
婦
を
守
り
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、

　

①
妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
そ
の
他
の
同
居
家
族

　

②
10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女
性

　
　
（
特
に
、
妊
娠
希
望
者
又
は
妊
娠
す
る
可

能
性
の
高
い
者
）

　

③
産
褥
早
期
の
女
性

の
方
は
、
病
院
と
相
談
の
う
え
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
阿
蘇
保
健
所

　

℡
０
９
６
８-

６
２-

０
１
８
５

熊
本
県
内
に
お
い
て
風
し
ん
患
者

の
報
告
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
！

国民健康保険税第１期の納期限は５月 31 日（金）です。／高森町役場　健康推進課

阿
蘇
郡
市
医
師
会
・
夜
間
救
急
当
番

　

平
成
25
年
度
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
）

の
夜
間
救
急
当
番
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

○
阿
蘇
中
央
病
院
（
阿
蘇
市
黒
川
）

　
　

毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
9
時

　
　

℡
０
９
６
７-

３
４-

０
３
１
１

　

○
阿
蘇
立
野
病
院
（
南
阿
蘇
村
立
野
）

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
７
時
〜
9
時

　
　

第
1
・
第
2
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
9
時

　
　

℡
０
９
６
７-

６
８-

０
１
１
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
郡
市
医
師
会

　

℡
０
９
６
７-
３
４-

０
７
１
６

阿
蘇
の
歯
ま
つ
り
in
阿
蘇
市

　

子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
を
テ
ー
マ
に
様
々

な
ブ
ー
ス
で
催
し
を
行
い
ま
す
。
正
し
い
む
し

歯
予
防
対
策
を
学
び
、
む
し
歯
の
な
い
丈
夫
で

健
康
な
歯
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
く
ま
モ
ン
が
来
場
す
る
ほ
か
、
ク
イ

ズ
大
会
や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

○
日
時

　
　

平
成
25
年
６
月
15
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　

※
な
お
、
当
日
豪
雨
等
で
警
報
が
発
令
さ
れ

　
　

た
場
合
は
、
翌
６
月
16
日
（
日
）
午
前

　
　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
、
作
品
展
示
等
の
み

　
　

開
催
し
ま
す
。

　

○
場
所

　
　

阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
阿
蘇
市
内
牧
９
７
６-

２
）

　
　

℡
０
９
６
７-

３
２-

１
１
２
７

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

阿
蘇
保
健
所　

保
健
予
防
課

　
　

℡
０
９
６
７-

３
２-

０
５
３
５
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熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
信
販
会
社
・
貸

金
業
者
の
カ
ー
ド
の
使
い
す
ぎ
に
よ
り
返
済
に

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
方
、
生
活
保
護
に
関
す

る
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
生
活
困
窮
者
の

方
々
の
た
め
の
無
料
相
談
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

１　

日
時

　
　

平
成
25
年
７
月
５
日
（
金
）
16
時
か
ら

　
　
　
　
　
　

７
月
６
日
（
土
）
16
時
ま
で

　

※
右
記
の
時
間
は
、い
つ
で
も
（
夜
間
含
む
）

ご
相
談
を
承
り
ま
す
）

２　

相
談
電
話
番
号

　
　

０
９
６-
３
６
４-

０
８
０
０

　

※
右
記
日
程
で
、熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊

本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４-

34
）
に
お

い
て
も
面
接
の
無
料
相
談
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

司
法
書
士　

松
永　

朋
子

　

℡
０
９
６
８-

５
７-

９
３
０
０

24
時
間
ク
レ
サ
ラ
・
生
活
保
護

　
　
　
　

 

１
１
０
番
の
お
知
ら
せ

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

免
許
試
験
の
ご
案
内

平
成
25
年
度
熊
本
県
毒
物
劇
物

取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　

平
成
25
年
度
熊
本
県
毒
物
劇
物
取
扱
者
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

１　

日
時
及
び
場
所

　
　

平
成
25
年
８
月
6
日
（
火
）
午
前
10
時

　
　

国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学

　
　

大
学
教
育
機
能
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

２　

試
験
の
種
類

　
　

次
の
う
ち
、
1
種
類
を
選
択
し
ま
す
。

　
（
１
）
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
試
験

　
（
２
）
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
試
験

　
（
３
）
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

３　

受
験
資
格

　
　

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
18

歳
未
満
の
者
等
は
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者

と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

４　

受
験
願
書
受
付
期
間

　
　

平
成
25
年
６
月
10
日
（
月
）
か
ら
６
月
21

　
　

日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

　
（
阿
蘇
保
健
所
）
衛
生
環
境
課

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

０
５
３
５

　

本
年
度
も
崇
城
大
学
に
お
い
て
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

１　

試
験
日

　
　

平
成
25
年
８
月
18
日
（
日
）

２　

試
験
の
種
類

　
（
１
）
第
一
種
衛
生
管
理
者
・
第
二
種
衛
生

　
　
　

管
理
者
・
潜
水
士

　
（
２
）
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

　
　
　
　

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

３　

受
験
申
請
書
の
受
付
期
間

　
　

平
成
25
年
６
月
17
日
（
月
）
か
ら

　
　

7
月
１
日
（
月
）
ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

４　

受
験
申
請
書
の
提
出
先

　
（
１
）（
一
社
）
熊
本
県
労
働
基
準
協
会

　
　
　

熊
本
市
北
区
貢
町
６
９
１-

１

　
　
　

℡
０
９
６-

２
４
５-

７
８
２
１

　
（
２
）（
一
社
）
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
熊
本
支
部

　
　
　

熊
本
市
中
央
区
大
江
６
丁
目
24-

13-

2F

　
　
　

℡
０
９
６-

３
６
２-

７
７
７
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

右
記
の
各
団
体

　

又
は
九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
４
２-

４
３-

３
３
８
１

町県民税第 1期の納期限は７月１日（月）です。／高森町役場　税務課
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若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を

　
　
　
　
　

 

お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

県
で
は
、
平
成

25
年
度
に
お
き
ま

し
て
も
阿
蘇
地
域

振
興
局
１
階
に

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ
」

を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。
就
職
に
関

す
る
ご
相
談
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
方
】

　

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
又
は
保
護
者
の

方
、
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

【
お
手
伝
い
内
容
】

　

就
職
に
関
す
る
相
談
、
出
張
相
談
、
求
人
に

関
す
る
情
報
提
供
・
開
拓
、
職
業
適
性
診
断　

【
相
談
時
間
】　

平
日
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

８
１
７
８

　

年
度
更
新
を
怠
り
ま
す
と
、
国
が
職
権
で
申

告
納
付
す
べ
き
正
し
い
労
働
保
険
料
の
額
を

決
定
し
た
上
で
追
徴
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・
納
付

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
総
称
）

は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
一
人
で

も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
皆
様
で
、
ま
だ
労

働
保
険
の
加
入
手
続
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
又
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談

の
上
、
速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・「
年
度
更
新
申
告
書
」
の
記
載
方
法
に
つ

い
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
１
２
０-

９
９
５-
９
８
６

　

・
そ
の
他
「
年
度
更
新
」
に
つ
い
て
は
、

　
　

熊
本
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴
収
室

　
　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
２

　
　

ま
た
は
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　
　

℡
０
９
６
８-

２
５-

３
１
３
６

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
手
続
は
、
６
月
３
日
か
ら

７
月
10
日
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
の
申
告
・
納
付
の
期
間
は
6
月
3
日

（
月
）
か
ら
7
月
10
日
（
水
）
ま
で
（
電
子
申

請
に
よ
る
場
合
は
6
月
1
日
（
土
）
か
ら
受
け

付
け
開
始
）
と
な
っ
て
お
り
、
熊
本
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
又
は
県
内
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代

理
店
の
金
融
機
関
又
は
郵
便
局
（
た
だ
し
、
口

座
振
替
の
ご
利
用
者
を
除
く
。）
で
申
告
・
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
6
月
17
日
（
月
）
か
ら
７
月
９
日

（
火
）
に
か
け
て
県
内
各
地
で
開
催
す
る
集
合

受
付
会
場
に
お
い
て
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
納
付
申
告
後
、
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店

の
金
融
機
関
又
は
郵
便
局
で
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
）。
集
合
受
付
会
場
の
日
程
等
は
事
業
主

の
皆
様
に
送
付
す
る
申
告
書
に
同
封
の
「
熊
本

労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
」で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

な
お
、労
働
保
険
料
を
申
告
さ
れ
る
際
に
は
、

「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
ご
持
参
下
さ
い
。
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初夏のイベント情報

第 33回はなしのぶコンサート
【日　時】６月23日（日）午前10時30分～
【場　所】阿蘇野草園はなしのぶ広場
※雨天の場合は町民体育館となります

第 18回高森湧水トンネル

【日　時】７月４日（木）～７月 7日（日） 　
　　　　  午前 9時～午後 8時
【場　所】高森湧水トンネル公園
【内　容】●公園内で配布した短冊に願い事を
書き、トンネル内の笹に飾りつける伝統行事
の体験●地元特産品と郷土料理の販売●小中
学校七夕書道展●七夕飾りコンテスト●ヤマ
メのつかみ取り大会（７月７日・28日）

■お問い合わせ先
　政策推進課　商工観光係
　℡６２-１１１１（内線１５５）

　５月 19日、高森湧水トンネル公園近くの水田
で、高 SPO主催の「泥りんピック 2013」が開
催されました。
　団体戦のビーチバレーでは 16 チームが参加
し、選手の皆さんは泥にまみれながらも熱戦を繰
り広げました。
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０
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／
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０
２
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特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
」
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
５
月
か
ら
６
月
の
初

夏
に
か
け
て
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る

キ
ク
科
の
多
年
草
で
す
。
こ
の
植
物
は
繁
殖
力

が
非
常
に
強
く
、
放
っ
て
お
く
と
在
来
植
物
の

生
育
場
所
を
奪
い
、
地
域
の
自
然
環
境
に
影
響

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
に
似
て
い
る
植
物
の
写

真
等
は
、左
記
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
http://kyushu.env.go.jp/w

ildlife/
m
at/m

_2.htm
l

（
九
州
地
方
環
境
事
務
所
外

来
生
物
法
対
策
の
ペ
ー
ジ
）

※
そ
の
他
の
「
特
定
外
来
生
物
」
や
外
来
生
物

法
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
環
境
省
外
来

生
物
法
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.env.go.jp/nature/intro/

（
環
境
省
外
来
生
物
法
の
ペ
ー
ジ
）

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
道
路
わ
き
や
庭
先
な

ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
植

物
を
見
か
け
た
ら
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
駆

除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
自
宅
の
敷
地
に
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
あ
っ

た
場
合

　

種
が
熟
す
前
に
根
ご
と
引
き
抜
き
、
数
日
乾

燥
さ
せ
た
後
、
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

●
近
所
の
空
き
地
な
ど
に
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

が
あ
っ
た
場
合

　

環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務
所　

野
生
生
物
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
℡
０
９
６-

２
１
４-

０
３
３
９
）

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭

　
　
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
競
技
開
催

　

第
67
回
阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」

競
技
を
左
記
の
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
68
回
熊
本
県
民
体
育
祭
の
予
選
会

を
兼
ね
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
県
民
体
育
祭
出
場
選
手
は
、
上
位
４
人
及
び

補
欠
選
手
１
人
と
し
ま
す
。

●
と　

き　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
〜

●
と
こ
ろ　

菊
陽
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
ゲ
ー
ム
数　

ア
メ
リ
カ
ン
方
式
６
Ｇ

●
大
会
参
加
料　

個
人
負
担

●
申
込
期
限　

７
月
４
日
（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
郡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局（
南
利
）

　

℡
０
９
０-

７
９
８
０-

７
７
８
３

　
　
　
　

○　

巡
回
連
絡
は
、
制
服
警
察
官
が
各
家
庭
や

事
業
所
を
訪
問
し
、
振
り
込
め
詐
欺
の
予
防

や
交
通
事
故
防
止
等
の
指
導
連
絡
等
を
行
い

ま
す
。

○　

ご
家
族
の
構
成
や
非
常
時
の
連
絡
先
等
を

お
聞
き
し
ま
す
が
、
災
害
等
の
非
常
時
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

○　

巡
回
連
絡
の
際
、警
察
に
対
し
て
の
要
望
、

相
談
等
も
お
気
軽
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署

　

℡
６
２-

０
１
１
０
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○
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

　

及
び
税
務
職
員
採
用
試
験
の
実
施

　

人
事
院
で
は
、「
平
成
25
年
度
国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）、
一
般
職

試
験
（
社
会
人
試
験
（
係
員
級
））
及
び
税
務

職
員
採
用
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

１　

受
験
資
格

　

①
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

　
　

平
成
25
年
4
月
１
日
に
お
い
て
高
校
又

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
後
２
年
を
経
過

　

し
て
い
な
い
方
及
び
平
成
26
年
3
月
ま
で

　

に
高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会　

四
月
会
）

　

み
の
方

　

②
一
般
職
試
験
（
社
会
人
試
験
（
係
員
級
））

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
高
卒
者
試
験
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
し

た
方
に
限
り
ま
す
）

　

③
税
務
職
員
採
用
試
験

　
　

平
成
25
年
4
月
１
日
に
お
い
て
高
校
又
は

　

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
方
及
び
平
成
26
年
3
月
ま
で
に
高
校

　

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

※　

こ
の
ほ
か
、
人
事
院
が
受
験
資
格
者
に
準

　

ず
る
と
認
め
る
方
も
受
験
で
き
ま
す
。

俳　
　

句
（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

２　

試
験
の
日
程

　

平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）

３　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
８
１
２-

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２-

11-

１

　

℡
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

　

※
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」

　
　

か
ら
お
入
り
下
さ
い
。

●
●
●
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健康講座健康講座
Healthy course

　

高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、
梅
雨
の
時
期
か
ら
10

月
に
か
け
て
食
中
毒
が
増
え
始
め
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
ほ
ど
症
状
が
重
く
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
お
弁
当
等
つ
く
る
際
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
食
中
毒
の
予
防
と
し
て
気

を
つ
け
た
い
事
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

<
食
中
毒
予
防
の
３
原
則>

1
．
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
な
い

　

・ 

食
品
、
手
、
調
理
器
具
は
し
っ
か
り
き
れ
い

に
洗
う
。

　

・ 

魚
や
肉
な
ど
は
汁
が
も
れ
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
ラ
ッ
プ
を
し
て
保
存
す
る
。

　

・ 

ふ
き
ん
、
ま
な
板
は
し
っ
か
り
洗
っ
て
、
清

潔
に
し
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
。

　

・ 

ま
な
板
は
肉
魚
用
・
野
菜
用
と
分
け
て
使
用

す
る
。

2
．
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
増
や
さ
な
い

　

・ 

す
ぐ
に
食
べ
な
い
料
理
は
手
早
く
冷
ま
し
て

冷
蔵
庫
へ
保
存
す
る
。

　

・ 

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
保
存
、
冷
凍
は
マ
イ
ナ

ス
15
℃
以
下
に
温
度
設
定
し
て
、
つ
め
る
分

量
は
７
割
程
度
に
す
る
。

3
．
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
殺
菌
す
る
。

　

・ 

加
熱
す
る
と
き
は
し
っ
か
り
中
ま
で
加
熱
す

る
。

　

・ 

残
っ
た
料
理
を
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加

熱
す
る
。

　

・ 

電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
場
合
は
全
体
に
熱

が
伝
わ
る
よ
う
、
途
中
で
か
き
回
す
。

　

・ 

ス
ポ
ン
ジ
・
た
わ
し
は
よ
く
す
す
い
で
洗
剤

を
落
と
し
、
煮
沸
消
毒
し
て
日
光
で
よ
く
乾

か
す
。　

厚
生
労
働
省
「
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
に
つ

い
て
」
参
照

☆
食
中
毒
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

● 

な
る
べ
く
早
く
病
院
で
診
て
も
ら
う
こ
と
。

　

１
日
に
何
度
も
下
痢
を
繰
り
返
す
、
下
痢
だ
け

で
な
く
吐
き
気
、
発
熱
な
ど
が
あ
れ
ば
病
院
で
診

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
や
高
齢
者
の
場
合

は
、
下
痢
や
嘔
吐
か
ら
脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す

い
の
で
要
注
意
で
す
。
ま
た
、
勝
手
に
薬
を
飲
ん

で
下
痢
を
止
め
な
い
こ
と
。
長
時
間
、
腸
内
に
細

菌
を
閉
じ
込
め
る
こ
と
に
な
り
逆
効
果
で
す
。

【
食
中
毒
を
予
防
す
る

 　
　
　
　
　
　
　
　

お
弁
当
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
】

・ 

調
理
前
の
手
洗
い
、
調
理
器
具
、
弁
当
箱
の
消

毒
（
熱
湯
、
漂
白
剤
で
も
Ｏ
Ｋ
）
を
す
る
こ

と
。

・ 
お
か
ず
は
中
心
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し
ま
す
。

水
分
が
飛
ぶ
「
揚
げ
る
」
「
焼
く
」
の
調
理
が

お
す
す
め
で
す
。

・ 

ご
は
ん
・
お
か
ず
は
十
分
に
冷
ま
し
、
熱
と
水

分
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
通
気
性

の
よ
い
弁
当
箱
も
良
い
で
す
。

・ 

お
に
ぎ
り
は
必
ず
ラ
ッ
プ
で
握
り
ま
し
ょ
う
。

す
し
飯
に
し
た
り
、
梅
干
を
入
れ
て
も
良
い
で

す
。

家庭でできる家庭でできる
　　　食中毒予防　　　食中毒予防

《梅雨時のさっぱりレシピ》
キャベツの梅煮
（材料　　４人分）
・キャベツ …………………… 300g
・油揚げ …………………………20g
Ａ
　・水……………………… カップ1
　・昆布………………………… 少量
　・薄口しょうゆ………大さじ1/2
　・みりん………………… 大さじ１
・梅干 …………………………… 2個
・かつお節 …………………………3g

（作り方）
①キャベツはざく切りにし、油揚げは短冊切りにします。
②梅干は手でちぎって、ほぐしておきます。
③ 鍋にＡと油揚げ、②を入れて火にかけ、ふたをして１
～２分煮ます。
④ キャベツを入れふたをして５～10分煮、柔らかくなっ
たら、かつお節を入れ火を止め、ひと混ぜして出来上がり。

（1人分の栄養価）
エネルギー53Kcal、たんぱく質2.6g、脂質1.9g、塩
分1.7g
　　　　　　　　　高森町では、食中毒を防ぐため 食中毒が発生しやす
い気象条件となった時に防災無線を通じて、町民の皆
さまに食中毒警報発令の放送をしています。
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●町社会福祉協議会へ（順不同、敬称略）
［香典返し］
岩下　博行　　大村　悦子　　工藤　和昭
佐藤　増夫　　工藤　祝男

●広報寄付（順不同、敬称略）
白石　健一（大分県竹田市）
田上　満則（上益城郡山都町）
浦本　由美子（合志市）

2013年４月受付分（敬称略）

平成25年４月３０日現在

人口／７，０７１人（＋5）
男性／３，３６４人（＋5）
女性／３，７０７人（±0）
世帯／２，８３６世帯（△3）

６
月
16
日

　

〜
７
月
15
日

［ 住 所 ］

芹　口・菅の迫

南阿蘇村中松

草　部・社　倉

高　森・旭　通

高　森・村　山

高　森・下　町

［ 死 亡 者 ］

工藤　健一

中垣　實子

大村　敬止

中原ケサ子

白石ハルコ

平盛リツヱ

［年齢］

74

78

63

93

78

82

［ 御 遺 族 ］

工藤　祝男

中垣　晴喜

大村　悦子

中原　武幸

白石　富幸

平盛　利光

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

6月16日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

6月23日 南郷谷整形外科医院 ℡62-3351

6月30日 渡 邊 内 科 ℡67-1777

7月 7日 後 藤 医 院 ℡67-0019

7月14日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡68-0111

7月15日 藤 本 医 院 ℡67-0020

■6月16日～7月15日分

▼
教
育
委
員
会
が
作
成
し

た
「
わ
た
し
た
ち
の
高
森

町
」
は
、
も
う
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
か
？
こ
の
本

は
高
森
町
ゆ
か
り
の
教
育

指
導
員
を
中
心
に
１
年
を

か
け
て
作
ら
れ
、
高
森
町

を
一
か
ら
学
べ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
▼
読
ん
だ

あ
と
、
新
た
な
発
見
に
驚

き
つ
つ
、
地
元
・
高
森
町

を
改
め
て
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

愛の

ご寄付

23 Public Information

●
６
月
17
日
（
月
）

　

・
役
場
支
払
日

●
６
月
19
日
（
水
）

　

・
友
遊
ク
ラ
ブ
（
朋
遊
館
）
／
13
時
30
分
〜

●
６
月
23
日
（
日
）

　

・
第
33
回
は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
（
阿
蘇
野
草
園
）
／

　
　

10
時
30
分
〜

●
６
月
25
日
（
火
）

　

・
役
場
支
払
日

●
６
月
27
日
（
木
）

　

・
友
遊
ク
ラ
ブ
（
朋
遊
館
）
／
13
時
30
分
〜

●
６
月
28
日
（
金
）

　

・
年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
10
時
〜
15
時

●
７
月
３
日
（
水
）

　

・
プ
レ
マ
マ
料
理
教
室
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

　
　

10
時
〜

●
７
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
（
日
）

　

・
第
18
回
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り

　
　
（
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
）
／
９
時
〜
20
時

●
７
月
５
日
（
金
）

　

・
役
場
支
払
日

●
７
月
９
日
（
火
）

　

・
４
か
月
児
健
診

　

  （
南
阿
蘇
村
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー
）
／
13
時
30
分
〜

●
７
月
10
日
（
水
）

　

・
ど
ぎ
ゃ
ん
会
（
朋
遊
館
）
／
９
時
30
分
〜
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「はじめに」より
　「ふるさと高森町に誇りを持ち、夢を抱き、
元気に育ってほしい。」私たちの願いです。
　このたび、高森町教育委員会では、小学校社
会科副読本『わたしたちの高森町』を作成しま
した。（中略）この副読本により、高森町の地
域学習が深まり、子どもたちの「誇り」「夢」「元
気」が高まってくるものと期待しています。
　この副読本は、高森町を体系的にまとめたも
のです。小・中学生はもとより、広く町民の方々
にも愛読していただけたら幸いです。

高森町の文化や歴史をまとめた社会科副読本

「わたしたちの高森町」を作成

　高森町教育委員会では、町の文化や歴史をわかりやすく紹介した社会科副読本「わたしたちの高森町」
を作成しました。これは本年度から小・中学校で取り組む「高森ふるさと学」の一環として、小学校３・
４年生の社会科の教材として活用されるものです。
　この本では、学校や商店など子ども達の身の回りから高森町を知り、かつての暮らしから変化した点や
高森町を支える人々や仕組みを学んでいきます。また、高森町で活躍した人物や、名物、伝統文化や言い
伝えなどをたどり、高森町を新たな視点で見つめることができる内容となっています。
　この本は高森町の小学校２校と町内の全世帯に配布されたほか、高森町ホームページからも読むことも
できます。町外の方で「わたしたちの高森町」を希望される方は、教育委員会までお問い合わせ下さい。

■お問い合わせ先　　教育委員会事務局　℡６２－０２２７


